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 本論文で得られた成果を以下に示す。  
(1) 情報推薦システムへの活用という観点から嗜好と価値観の関連を明らかにした。
パーソナリティや多属性効用理論など、価値観に関する関連研究を調査し、嗜好との関
連性の観点から分類し、考察を行った。また、嗜好と価値観の関係を調査するために価
値観マップと呼ぶ手法を提案し、価値観の情報推薦システムへの適用可能性を示した。 
(2) ユーザの意思決定における価値観が属性に対する「こだわり」の強さとして現れ
るという観点から、レビューを活用して価値観をモデリングする手法を提案した。提案
手法を用いて実際のレビューから投稿者および閲覧者のユーザモデルを構築し、情報推
薦システムに有効な特性を備えていることを示した。また、価値観に基づくレビューの
有用性モデリング手法も提案し、評価実験で有効性を示した。 
(3) 代表的な情報推薦手法である内容ベースフィルタリングと協調フィルタリングそ
れぞれについて、提案するユーザモデルを導入する手法を提案した。外部リソースを対
象とした情報推薦システムでは、アイテム・ユーザ双方に関する情報が不足する
cold-start 問題が生じることを指摘し、こだわりの強い属性はより少ない評価情報から
特定可能という、提案ユーザモデルの利点を活用することで有効な推薦が行えることを
ユーザ実験により示した。協調フィルタリングについては、近傍ユーザの計算に提案す
るユーザモデルを利用することで、高評価あるいは低評価アイテムに対する推薦精度が
改善されることを示した。 
 以上のように、本論文では、意思決定の背後にある価値観を工学的にモデル化して情
報推薦システムに活用する手法を提案し、評価実験により有効性を評価している。得ら
れた成果は、多様な応用領域を持つ情報推薦あるいは情報フィルタリングの適用範囲を
さらに拡大するものであり、この分野の発展へ大いに寄与することが期待されるため、
工学的に重要な意義があると考えられる。よって、本論文は博士（工学）の学位を授与
するに十分な価値があるものと認められる。 
 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外の
教員による質疑応答を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分野に関する
試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても十分な学力
があるものと認め、合格と判定した。 
 
 
